
        北下浦地域運営協議会 総会を開催 

 ５月24日（火）、北下浦行政センターで３年ぶりに書面開催ではなく対面形式で総会

を開催しました。 

 議案は、令和３年度事業報告及び収支決算報告、令和４年度事業方針（案）及び収

支予算（案）、会則改正（案） の５件で、それぞれ賛

成多数で承認されました。 

 今年度は、永塚保義代表理事が退任され、新た

に安部久夫代表理事が就任し、新体制のもと、今

後もよりよい北下浦の街づくりを目指して取り組ん

でまいります。 
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 北下浦地域運営協議会 会議開催予定  

 <理事会>              <常任委員会> 

7月19日 (火) 15：30      7月19日（火）18：30 

8月16日 (火) 15：30      8月16日 (火)18：30 

9月20日 (火) 15：30       9月20日 (火)18：30     

  会議は傍聴可 問合せは北下浦行政センターまで 
                              ☎ ８４８－０４１１   

 コロナ禍で人と人のつながりが

全国的に希薄になっています。 

 そのような中、人々のつながり

を大切にしながら、北下浦地域の福祉やご近所同士の助け合いについて、日頃思っていること

を話せる「北下浦情報ひろば」ができました。 

 「顔を見知る、気兼ねなく話し合う、共有し合う、支え合う」を目的とし、こんな北下浦に

なるといいなという思いを参加者の皆さんとワイワイガヤガヤしながら話し合っています。 

 ３回目の情報ひろばでは、身近なことで気が付いたことを話しました。例えば「ご近所の人

と顔見知りになっていくには、まずはあいさつからだ

よね。」「北下浦の子どもたちは、小学生も中学生も

積極的にあいさつをしてくれる。」「コロナで人に会

わなくなったけれど、ゴミ出しの時に会えることが多

いから、あいさつするようになった。」「話が長い人

と話すときは、どんな終わり方をすれば傷つけないだ

ろう。」などの話題がありました。 

 「北下浦情報ひろば」は今始まったばかりです。皆

さんの思いが集まるこの場所をこれからも続けていき

たいと思います。（次回は7月30日(土)10時に開催）  

 北下浦納涼ふるさとまつりは、 

 ９月18日（日）開催予定です。（雨天時

は翌週25日に順延。 なお、新型コロナ

ウイルス感染症の状況により、内容を縮

小または中止する場合があります。） 

行 

事 

情 

報 

『北下浦情報ひろば』とは？ 

 高度経済成長期、寺社や町内会単位で行われていた祭りや盆踊りなどが広域化していき、北

下浦も地域全体で参加できる祭りを目指して、神輿、山車、盆踊りや、コーラスなどの文化

サークル等多くの団体が集まって、納涼ふるさとまつりが開催されました。 

 当初は砂浜へ幟旗を立てて行ったまつりも、幼稚園、小学校をお借りしながら開催を続け、

数年後には現在の三浦しらとり園の園庭をお借りして、40年以上になります。この間、売店

なども町内会、地域の団体の原価スレスレの大サービスや、東日本

大震災以降は開始時刻を早めて、一部はダンス・演奏等のパフォー

マンス、二部は従来の神輿、山車、盆踊りを行う二部制の導入な

ど、SDGｓも見据えた取り組みを行って来ました。 

 一昨年、コロナ直前から運営が見直され、北下浦観光協会主催か

ら、北下浦地域運営協議会と合同のふるさとまつり実行委員会の主

催となり、各団体代表の実行委員が、一部制への回帰も含めて

“ウィズコロナ”の盛り上げ方を検討しています。 

 ３年ぶりのふるさとまつり、ぜひご参加ください。   

  北下浦納涼ふるさとまつり開催に向けて 


